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国　税／�給与所得者の年末調整�

� 今年最後の給与を支払う時

国　税／�給与所得者の扶養控除等（異動）申告書�

及び保険料控除申告書の提出� �

� 今年最後の給与を支払う前日

国　税／�11月分源泉所得税の納付� 12月10日

国　税／�10月決算法人の確定申告�

（法人税・消費税等）� 1月4日

国　税／�4月決算法人の中間申告� 1月4日

国　税／�1月、4月、7月決算法人の消費税の中間申告�

（年3回の場合）� 1月4日

地方税／�固定資産税・都市計画税（第3期分）の納付

� 市町村の条例で定める日

労　務／�健康保険・厚生年金保険被保険者賞与支払

届� 支払後5日以内

12 2012（平成24年）

退職所得の個人住民税の10％税額控除の廃止　個人住民税は、前年の所得に対し翌年
に課税されますが、退職所得に関しては、他の所得と分離して退職所得の発生した年に課税
されています。この特殊性のため、退職所得の個人住民税から10％税額控除する措置がとら
れていましたが、平成25年1月1日以後に支払われる退職手当等からこの措置が廃止されます。
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12月号─2

　

我
が
国
の
中
小
企
業
の
海
外
進
出

は
、
製
造
業
を
中
心
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
ま
と
め
た

「
中
小
企
業
の
海
外
進
出
に
関
す
る
調

査
」
結
果
等
を
み
て
み
ま
す
。

　

海
外
直
接
投
資
の
実
施
件
数
は
、

製
造
業
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
最
近
は
非
製
造
業
も
増
加

し
て
い
ま
す
。「
進
出
先
の
需
要
が

旺
盛
、
あ
る
い
は
今
後
需
要
が
見
込

め
る
」
こ
と
を
理
由
に
ア
ジ
ア
を
は

じ
め
と
し
た
海
外
直
接
投
資
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
日
本
の
市

場
が
飽
和
状
態
あ
る
い
は
成
長
性
が

見
込
め
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。

◆
中
国
進
出
が
圧
倒
的

　

海
外
直
接
投
資
の
推
移
を
み
る

と
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
増
加
傾
向

に
あ
り
、
二
〇
一
一
年
の
進
出
数
は

五
四
件
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
別
で
は
、「
ア
ジ
ア
」
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
北
米
」「
そ

の
他
」「
欧
州
」
の
順
。
ア
ジ
ア
の

中
で
は
、
中
国
が
圧
倒
的
に
多
く
、

二
〇
一
一
年
の
進
出
累
計
件
数
は

二
一
八
件
と
ア
ジ
ア
全
体
（
三
八
五

件
）
の
五
六
・
六
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

海
外
直
接
投
資
先
で
の
問
題
点
を

業
種
別
に
み
る
と
、製
造
業
で
は「
外

国
人
従
業
員
の
労
務
管
理
が
難
し
い
」

が
三
七
・
〇
％
で
最
も
多
く
、
次
い

で
「
現
地
の
経
営
管
理
者
不
足
」

（
二
八
・
九
％
）
な
ど
人
的
問
題
が
ほ

と
ん
ど
。
非
製
造
業
で
は
、「
現
地

の
規
制
や
会
計
制
度
へ
の
対
応
が
難

し
い
」が
三
四
・
五
％
で
最
も
高
く
、

以
下
、「
現
地
で
の
営
業
活
動
が
う

ま
く
い
か
な
い
」「
為
替
相
場
の
対

応
が
難
し
い
」「
人
件
費
が
計
画
よ

り
高
い
」な
ど
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
海
外
直
接
投
資
の
予
定
が

あ
る
企
業
は
九
・
四
％
で
、
そ
の
う

ち
の
四
割
が
二
〜
三
年
以
内
に
実
施

す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

製
造
業
の
空
洞
化

製
造
業
の
空
洞
化
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泫１　同一企業が複数国に進出している場合や、同一国の複数地域に進出している場合はそれぞれを
　　　集計の対象としている。
　２　データの集計期間は 2011 年まで。
　　　2012 年の進出件数は 3月中旬～下旬の調査時点で 12 件（うち製造業 7件、非製造業 5件）。
　３　（　）内は構成比（単位：％）
（資料）為替レートのグラフは日本銀行『外国為替市場』から作成。東京市場スポット・レート終値の年平均値。
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3─12月号

◆
自
動
車
産
業
の
空
洞
化

　

自
動
車
産
業
の
空
洞
化
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
産
業
は
、
今
ま
で
日
本
経

済
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
国
内
の
生
産
能
力
の
削
減
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
手
の
ト
ヨ
タ
は
二
〇
一
四
年

ま
で
に
年
間
生
産
能
力
を
今
よ
り

五
〇
万
台
少
な
い
三
一
〇
万
台
程
度

ま
で
減
ら
す
予
定
で
す
。
日
産
も

二
〇
一
二
年
七
月
か
ら
主
力
拠
点
の

追
浜
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
二
本
の
う

ち
一
本
を
休
止
。
マ
ツ
ダ
や
ス
ズ
キ

も
海
外
で
の
生
産
能
力
増
強
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
円
高
で
輸
出
車

の
採
算
が
悪
化
し
、「
国
内
生
産
の

う
ち
、
ほ
ぼ
半
分
を
輸
出
に
あ
て
る
」

と
い
う
従
来
の
事
業
モ
デ
ル
が
通
用

し
な
く
な
っ
た
こ
と
や
人
件
費
な
ど

の
コ
ス
ト
面
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

個
々
の
企
業
の
経
営
判
断
と
し
て

は
、
国
内
の
余
剰
能
力
の
削
減
は
正

し
い
判
断
と
い
え
ま
す
。

　

世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
主
戦

場
は
、
日
米
欧
の
先
進
国
か
ら
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
市
場
に
急
速

に
移
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

安
価
な
車
が
求
め
ら
れ
る
新
興
市

場
に
、
円
高
で
な
く
て
も
日
本
か
ら

の
輸
出
車
を
持
ち
込
む
の
は
コ
ス
ト

的
に
か
な
り
困
難
で
す
。
現
地
調
達

や
現
地
生
産
を
拡
大
す
る
流
れ
は
今

後
も
続
き
そ
う
で
す
。

　

問
題
は
、
国
内
の
雇
用
や
産
業
集

積
に
及
ぼ
す
影
響
で
す
。

　

日
本
は
「
も
の
づ
く
り
大
国
」
と

言
わ
れ
な
が
ら
も
、
雇
用
に
着
目
す

れ
ば
、
製
造
業
の
就
業
者
は
ピ
ー
ク

の
一
九
九
二
年
の
一
五
六
九
万
人
か

ら
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
〇
四
九
万

人
ま
で
減
り
、
三
分
の
二
の
規
模
に

ま
で
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
で
頑
張
っ
て
い
た
の
が

自
動
車
産
業
で
す
。
電
機
や
繊
維
は

い
ち
早
く
海
外
展
開
し
、
国
内
雇
用

を
絞
り
込
み
ま
し
た
が
、
自
動
車
産

業
は
現
在
百
万
人
強
で
一
九
八
五
年

頃
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
雇
用
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
多
数
の
素
材
や
部
品
を

扱
う
自
動
車
は
産
業
集
積
の
要
と
も

い
え
る
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
り

巻
く
鉄
鋼
や
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の

競
争
力
も
高
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
自
動
車

産
業
の
空
洞
化
は
避
け
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
の
策
と
し
て
、日
本
の
工
場
を
、

世
界
の
工
場
を
生
産
技
術
面
で
支
え

る
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の
役
割
を
強

め
る
方
法
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
は
、
豊
田
市
の
元
町
工
場
で

需
要
の
変
動
に
合
わ
せ
て
生
産
を
増

減
で
き
る
伸
縮
自
在
な
ラ
イ
ン
を
開

発
中
で
す
。
こ
の
方
式
は
、
子
会
社

の
国
内
工
場
に
続
い
て
、
中
国
や
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
の
工
場
に
も
導

入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
設
計
開
発
の
手
法

に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

世
界
各
国
で
効
率
的
に
生
産
す
る

た
め
、
複
数
の
車
種
で
で
き
る
だ
け

部
品
を
共
通
化
し
て
コ
ス
ト
を
抑
え

る
一
方
、
デ
ザ
イ
ン
や
性
能
な
ど
商

品
化
に
繋
が
る
部
分
に
重
点
的
に
資

金
や
人
材
を
振
り
向
け
て
い
ま
す
。

日
産
で
は
、
追
浜
工
場
で
新
し
い
生

産
技
術
を
開
発
し
、
海
外
工
場
に
展

開
さ
せ
る
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

素
材
や
部
品
の
集
積
な
ど
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
連
鎖
）
の
総
合

力
が
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
強
み
で

あ
り
、
足
元
の
苦
境
に
対
応
す
る
あ

ま
り
、
海
外
移
転
や
海
外
部
品
の
採

用
拡
大
を
続
け
れ
ば
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ

や
人
材
が
枯
渇
し
、
回
り
ま
わ
っ
て

自
ら
の
首
を
し
め
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

各
社
は
海
外
展
開
を
図
り
つ
つ
も
、

国
内
で
も
研
究
開
発
や
生
産
技
術
の

先
端
拠
点
を
拡
充
し
、
一
定
の
事
業

基
盤
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
下
請
け
中
小
企
業
で
、
親

企
業
の
海
外
進
出
に
ど
う
し
て
も
つ

い
て
い
け
な
い
場
合
に
は
、
中
小
企

業
同
士
の
共
同
化
や
現
在
の
技
術
の

応
用
、
大
学
や
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
、
地
方
公
共
団
体
等
の
支
援
な

ど
を
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（出所）日本自動車工業会
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12月号─4

　少子高齢化が進む中、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）の重要性が
指摘されてきています。
　１日の生活時間の配分がどのように行わ
れているのか、総務省統計局の2006年「社
会生活基本調査・新職業分類特別集計結果」
から、その特徴を紹介しましょう（表を参
照して下さい。なお、表は集計結果より簡

略化し作成）。
　従業員規模別に見ますと、睡眠時間は、
ほぼ同時間。通勤時間や仕事に関する時間
は従業員規模が大きくなるにしたがって多
くなる傾向。逆に家事や介護・看護の面で
は、従業員規模が大きくなる程、それに費
やす時間は短くなる傾向にあります。
　中小企業経営者が該当すると考えられる
「雇人のある業主」は、仕事に関する時間
が長く、家事、趣味・娯楽に関する時間は
非常に短くなっています。

　この５年間で佐渡では91羽のトキが、
トキ保護センターの訓練を終え、空に放た
れてきました。
　訓練後、放鳥しても猛禽類に襲われたり、
餌不足の心配が生じたり、トキには平坦で
はない道のりが待っています。
　ましてや、ただ生き延びるだけではなく、
繁殖できなければ野性に復帰したことには
なりません。それは、一度自然界で絶滅し
たトキにとってあまりにも高いハードルと
思われてきました。
　しかし今回、初めて自然の中で８羽もの
ヒナが孵り、無事に巣立ちを迎えることが
できました。
　佐渡では島を挙げて農薬を減らし、生き
物の棲みやすい環境を守ってきました。そ
して、結果的にはそれが佐渡産の米に付加
価値を付け、利益を生むことになりました。
今回のトキの繁殖は、豊かな自然があるの
かをトキに試されているようです。

　
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
様
々
な

展
示
会
で
は
、
最
新
の
動
向
や
競
合

相
手
を
含
め
た
情
報
収
集
等
が
で
き

ま
す
。
展
示
会
見
学
に
あ
た
り
留
意

す
べ
き
点
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
　
ブ
ー
ス
の
商
品
展
示
状
況
や
カ

タ
ロ
グ
の
配
布
枚
数
を
見
る
。

②
　
見
学
者
の
カ
タ
ロ
グ
収
集
の
状

況
や
商
品
展
示
物
等
の
見
学
者
の

目
線
等
、
事
実
を
記
録
す
る
。

③
　
出
展
者
や
ブ
ー
ス
で
耳
を
傾
け

て
い
る
見
学
者
と
名
刺
交
換
を
す

る
。

④
　
人
気
ブ
ー
ス
の
ウ
リ
を
見
極
め

る
。

⑤
　
出
展
者
の
一
分
間
の
説
明
の
ス

ピ
ー
チ
を
聞
い
て
参
考
に
す
る
。

⑥
　
会
場
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
を
見
つ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
展
示
会

に
参
加
す
る
た
び
に
、
参
加
す
る
意

味（
ど
の
よ
う
な
視
点
で
見
て
い
く

の
か
等
）を
深
め
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

表　行動の種類別総平均時間（分）

行動の種類 睡眠 通勤
（片道） 仕事 家事 介護・

看護
休養・
くつろぎ

趣味・
娯楽

従業員
規模

全体 443 50 373 58 2 73 39
1 〜 4人 451 38 324 89 4 74 37
5 〜 9人 449 44 357 73 2 72 36
10 〜 29人 450 44 364 63 2 75 35
100 〜 299 人 445 51 382 54 2 73 37
300 人以上 436 58 384 45 1 72 43

性別 男 454 50 420 11 1 74 42
女 436 35 300 131 4 71 30

雇人のある業主 454 29 444 26 3 73 26

ワーク・ライフ・バランス

トキに試されている
展
示
会
を
活
用
す
る
方
法


